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　　　　　　　　　　　花Nt天丈墓　　申
　新小遊星の命名　ベルリン中央計算局か
ら今年度の新小遊星の正式登録番號が言表
さ才した．登錐さ才したのは1153－1183の31箇
である．
　小遊星Gun16d　657番Gun16dが昨年南
阿ユ＝オン天上垂で再三見された事は天界
の二二前に報告されたが，1931年には改正
推算によって明7日ノ・イデルベルビ，9月15
日にユツクル天文墓で推算位置の近くに壮
丁され確言登された．
　小遊星1089（1927WB）此の小遊星は東京
天丈墓の及川氏二見のものであり，昨年9刀
17日コ・＝オン旧交嚢で田干測されたが，ヤ
ーキース天文毫のVan　Biesbroeek氏は同9
月18日に二四，其の際運動の方向を誤った
ものか別のものとして．1930STなる假名目
が附されて居たが，其の後の軌道計算でエO
S9號なる事が明かにされた．
　195／CRyves　i彗星8月20日．過ぎから當分
見えなかったこの彗星は9月20日過ぎ大分
熱心に薄明の東天を指したが見つからなか
った・それから永らく曇天が旧いて10月15
日朝始めて見え，容易にファインダーで見
つかったので東天を昇ってから約一時間も
槻測串來たので都合がよければ10，月5日頃
には槻二一來たはずである．ヤーキース天
丈塞のV即Biesbr〔、eck氏はユ0刀9日に最
初の槻測をしたのであるが案外おそ．かった
様に思はれる・再槻測當時の光度は8．5－9
等で甚だぼんやりした彗星であった．自分
はF3鏡で面白い尾の擬測をした．當分位
置は餓り動かないし今後長く襯測出來るだ
　村　　　　要
らう．
　スFツクホルム天女蔓の大望遽鏡　スエ
デン國ストックホルム天丈墓移轍（三って
多数の新器械を購入したが，其の一つにグ
ラツブ會赴に6】センチの爲眞望遠鏡と51セ
ンチの眼覗望遠鏡との双望遠鏡を註丈し最
近ec　£成した・レンズ材はパーソン光學硝
子會壮の製品である．器械部は総て最新の
設計のものである・構造は東京天文毫の65
センチ窟眞望蓮鏡と似て居るが筒のマウン
チングの方法に，著しい差が見出される・総
重量は約12トンで東京天刑塁のそれより大
分重い東京天田皇のはマウンチングが弱）・
が，其の映黙が構造並びに重量の黒占でよく
補はれて居る様に思はれる．
　トリノ二丈蔓の小遊星観測　三日トリノ
天丈ii謹Pin・T・rineseは1925年頃から小遊
星の二丁を始めた．器械はツァイス製の20
センチ窺眞儀で焦黒占距離は100センチ13セ
ンチの案内望遠鏡がついて居る．三野はgo
に120かと思はれる．レンズは多分ペツゾ
ル型らし）・・襯測者はVolta氏を坐とし今
年からLacchlni氏が加って居る．普通程度
の胆心さであるが新小遊星は三個許り見つ
けて居る。
　御噺り，編輯者の都合で十二刀號に出る
筈の此の：頁が一號おくれました，編輯者の
方でも今後は毎號禺して下さる筈であり・
筆者も段々面白い材料を提供したいと思ひ
ます・
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L観　測 盛
花ltl天文毫　　申
　多照の新小遊星護見さる　去る1931年10
月に赤経一時附近で鰍べき鋤の新小遊
星が登見された・小遊星の假符號は＋片上
1高なれ・ぱTA－TZ，　TZの次はTA1から
始まるのだがTZIを突破しTH・まで達し
た．Uccレ・Simeis・1｛idelbe「9天文蘂等で螢
見されたもので大部分はHidell）ergでRe
玉nmuthによって登見され殆んど十四等級の
ものである・毎年このあたりで登見される
ものは多いが，毎年秋の頃は一般に天氣が
よいのではないかと思はれる．
　M小遊星の眼覗二見新小遊星の眼示二
見は近年は甚だ稀で1114番Lorraincは1927
年にニースのShaumq，　ss　eの眼観的に遠見し
た最近のものであるが10月13日にHidelbe
rgのMi：dlerは二個の新小遊星1951　TD
TEの二個を一見した・氏は時には十四等
もの微光小遊星の眼観槻測に從志して居る
唯一の二二家である・
　1931年UJ　IO月18日赤経1時39分赤緯北
28度56分の貼で日々蓮動
　　一2．4分，　　一響一21！
といふ珍らしい急運動を；有する由14．2等の
小遊星がReinmuthによって二見された・
地球に甚だ接近した小遊星と思はれる．
　（／1〒＝1300秒半
　796Sarita　去る9月自分が検出した此
の星はAlgier，　Simeisでも親測きれ確めら
れた．
　1951長田彗星　11月19B夕に西の空で見
たのが最後らしい．10月から光度に攣動あ
るらしいのが自分で氣がついて居たが，果
して此れは確かであってVan　Biesb「oeck氏
も認めて居る．推算では9・6等近くである
村 肝
のkC　一度8等まで登ってプアインダーでも
容易に見えた事がある．間もなく東天に移
るが其の時は大分淡くなる筈，
　19SICRyves彗星Io月20日前後に撮影
した窺眞撒葉から珍らしくも太陽の方を向
いた長さ一度謝りの尾があるのを知って居
たが，丘ヒ才しもVan　Bieobr〔｝eck」氏：が槻測し
た・11月rcは太陽の方を向）・た尾がなくな
り尾く形が全く攣った・光度も殆んど十一
等になり，甚だ莫然たる彗星になった．
　1951d　NeUjimin彗星　Neujimin彗星
はWilsoll山及びyerkes天文毫に於て臆
測されて居るが10刀中の光度は約十七等で
あって像は全く恒星と同じであった近來横
紙破りの妙な形をした彗星がどしどし襯測
されるのは面自い．
　獅子座流星騨去る11月中旬の獅子座流
星群は思った程現れず例年のペルセウス群
にも及ばない様に思はれた・流星撮影も試
みたが獅子群の通な速いものは輻射鮎に直
接カメラを向けて飛行の緩いものを捕へね
ば見込がない事が知れた・明年は＋一月＋
日過ぎから早期槻測を試み早期流星の明る
さを見たなれば極大時の様子が旱く推定出
來るだらう．
　ワシントン天文蔓の小遊星観測　米海軍
天交墓は天文塁の本來の目的から位置天丈
學に熱心であるが1902年から66センチ屈折
鏡に一封の15センチダルメヤー玉を載っけ
て小遊星の検出に利用した・1912年に同皇
員故ピーター氏が自ら口径25センチ焦鮎28
7センチの一樹のトリプレット玉を製作し
別の赤道儀に取つけて窩眞襯測を行った，
原板は8×10吋のもので40×5。の篤野を；有
し，小遊星はマイクロメーターの逆運動で
卜占像を撮影し位置の計算は二箇の比較量：に
よるものを敷組繰返すか，或は数箇の比較
星によって居る。ユ922年頃一時中止された
が1930年に再1開され，た．
